
2025（令和7）年度 ⾃⼰評価公表シート 

社会福祉法⼈ 晃和会 
あゆみこども園  

評価者 松野 ミチヨ 

１.園の教育・保育⽬標 

●明るい⼦ ●思いやりある⼦ ●勇気ある⼦ ●真剣に動作する⼦ 

２.本年度、重点的に取り組む⽬標・計画 

2020（令和2）年4⽉より、幼保連携型認定こども園に移⾏し、教育保育を⼀体的に展開している。あゆ
みっこ保育という独⾃の教育法を実践し、就学に向けた保育教育を⾏っている。 
【乳児】 それぞれの個性に合わせた丁寧な対応を⾏い、情緒の安定を図る。園での健康管理・けが予防
に努める。 
【幼児】 5 歳児から⼩学校 1 年⽣までの 2 年間を「架け橋期」と定義し、幼保と⼩学校が連携して、⼦
どもの遊びや学びの連続性を確保する指導計画に基づいて、⾒通しの持てる指導を⾏う。 

【職員】 安全に業務に取り組むことを第⼀とする。不適切保育等の問題が取り沙汰されている昨今、保
育に関する⾒解を統⼀する。 
【施設】地球温暖化に伴う環境の変化に対応できるよう、⽇除やミストの設置を⾏い、健康的に過ごせる
よう環境整備に努める。 
 

３.評価項⽬の達成及び取り組み状況 
評価項⽬  

取 り 組 み 状 況 
⾃⼰ 
評価 

教育・保育 

活動 
●2歳児以上から、担当職員による指導（体操・⾳楽・平仮名、カタカナの読み書き・⽂章の読み解
き）を年間通して実施し、教育の充実を図っている。 

●⼦どもが達成したことや気づきに対して、肯定的な声かけを⾏い、⼀⽅で、禁⽌⾔葉や否定⾔葉を多
⽤しないよう⼼がけている。 

 
A 

個別配慮を
必要とする
児童 

●個別の対応が必要となる園児に対しては、通常とは異なる活動にも柔軟に対応し、施設内で穏やかに
過ごすことができるよう、配慮している。 

●保護者や専⾨機関等と情報を共有し、⼦どもの育ちを多⾓的に⽀援できるよう努めている。 

 
A 

健康 ●施設内では適切な温度・湿度を保ちつつ、適宜空気清浄・換気を⾏い、衛⽣的な環境を保つよう努め
ている。 

●登園前および在園中の体調確認を⾏い、⼿洗い・うがいの励⾏、玩具等の消毒をするなど、感染防⽌
に努めている。 

 
A 

⾮常災害 

対策 
●避難訓練（毎⽉）、不審者対応訓練（年2回）、津波の避難訓練を実施している。予告なしの訓練を
⾏う事で、職員の対応⼒の向上に努めている。 

●⾮常設備点検を定期的に⾏い、作動状況を確認している。⼊退室にはカードを⽤い、関係者以外の出
⼊りが出来ないようセキュリティを強化している。 

 
A 

⾷に 

関わる体験 
●園庭での野菜栽培（きゅうり、かぶ、ブロッコリー）や、芋掘り体験、給⾷室の⾒学等、⾷にかかわ
る様々な体験の場を設けている。 

●⾷事のマナーや⾷べる姿勢など、⾷事の基本的作法を⾝につけられるよう指導している。 

 
A 



⾷物 

アレルギー 

対応 

●⾷物アレルギー児童に配慮した給⾷・おやつの提供を⾏い、様々な⾷体験ができるよう努めている。 

●⾷物アレルギー児童に関する情報を保育教諭・調理員と保護者が共有し、提供⾷材・給⾷配膳時の確
認を徹底している。また、半年に⼀度の⾒直しを⾏い、情報共有を⾏なっている。 

 
A 

情報提供 ●保護者への連絡や各種案内等は、連絡アプリによる配信を主とし、必要に応じた紙⾯配付・掲⽰を併
⽤している。 

●アプリを活⽤し、園⾏事の様⼦をドキュメンテーション形式にして配信し、園児の活動時の様⼦を
Facebookで配信する等し、園内での園児の様⼦を⾒られるようにしている。 

 
A 

保護者対応 ●保育体験・参観の機会を設定することで、園内での様⼦や友達との関わり⽅などを実際に確認するこ
とができる。 

●園に対する要望や感想を聞く機会を設け、頂戴した内容は確認した上、改善点に関しては速やかな対
応を⼼がけている。 

 
A 

⼩学校連携 ●近隣の⼩学校と計画的な交流を⾏っており、⼩学校進学への期待を⾼め、イメージできるよう配慮し
ている。保護者にも就学前の対応について⾯談で伝え、スムーズに連携できるよう努めている。 

●進学予定の園児に関する情報を⼩学校と共有し、『⼩1プロブレム』が起きないように配慮を⾏って
いる。 

 
A 

地域連携 ●地域の⽅々に⾏事の案内をしたり、近隣の福祉施設と交流したりするなど、世代間でのふれあいがで
きるように取り組む。慰問の依頼があった場合は積極的に参加するよう努めている。 

●地域の公共施設等を訪問し、社会の仕組み、公共施設での過ごし⽅等、社会性を学べる機会を作って
いる。 

B 
 
B 

⾃⼰評価は、A・B・C・D の基準に基づいて評価する。 

A：実施できている B：概ね実施できているC：実施できているが、不⼗分 D：実施できていない 

４.総合的な評価 

・今年度は、地域連携以外では⽬標を達成できている。地域連携に於いては、コロナ禍から交流ができない状況が続いてお
り、慰問や地域の祭り等には職員が参加するに留めている。だが、今年度も秋祭りに関しては無制限での開催となり、近隣
住⺠も招いて盛⼤な祭りが開催された。近隣への挨拶回りの際には開催を楽しみにする声も聞かれ、地域に根付く園として
⻑年続く祭事を通した交流の中で園の様⼦を知って頂き、地域コミュニティ活性化に繋がっていると感じている。 
・今年度は、本市における虐待に関するガイドラインにより職員による通報義務が課せられ、これまで明確化されていなか

った虐待に関する内容について、詳細なチェックリストにより明確化された。保育教諭による通報義務も課せられ、当園に
は関係のない事とせず、防犯カメラ、職員の⾯談等による情報収集を⾏い、必要に応じて対策を講じ、安全安⼼な保育を提
供できるよう努める事が最⼤の責務である。 
保護者が安⼼して⼤切なお⼦さんを預けて働ける「就労⽀援施設」としての機能が事務的ではなく、安⼼して相談しやすい

関係作りに加え、SNSでの情報発信、保護者からの意⾒収集等により、より良い保育教育環境作りに努め、次年度も引き続
き環境を整えていかなければならない。 
・今年度は各クラスに業務⽤の加湿器を設置し、適温・適湿を保てるよう環境整備に努めた。環境整備の点では、災害に備
えた環境作りのため、様々な取り組みと、防災⽤品の購⼊等、災害に備えた体制作りを⾏った。 
避難場所である屋上に、⽇除ネットを設置し、有事の際、屋上で過ごす事ができるよう対策を講じた。これにより、⽇頃か

ら⼦ども達が屋上で遊び、スムーズに屋上に上がる事ができ、そして快適に過ごせる環境を整えた。また、今年度はBCPの
作成に尽⼒し、担当者と連携しながら園の避難について意⾒を出し合い、話し合いを重ねた。⼦ども達の普段から被る帽⼦
を、クッション材の⼊った防災帽⼦としても使⽤できる物へ変更し、⽇常的に使⽤することにより⼦ども達への防災意識の
⾼まりも感じている。実際に災害派遣された保護者の実体験を聞き、園に⾜りないものを⽤意した。外部研修へ出向き、備
蓄の充実、引き渡し訓練、炊き出し訓練を実施するなど園の防災⼒強化に努めた。⼦どもはもちろん、職員も安⼼して避難
できる環境構築に尽⼒した。いくら準備をしても不安を払拭することは出来ないが、むしろそうでなくてはならない。次年
度も引き続き職員⼀丸となり、更なる災害対応⼒の向上を⽬指していきたい。 



令和 7 年度 園の⾃⼰評価 
（評価者：あゆみこども園⽗⺟の会） 

 
当園の⾃⼰評価を⾏い、それに基づき保護者の代表である⽗⺟の会に評価してもらう。回答は、下記の

Google フォームで⾏った。（https://forms.gle/1aXbHgcWfRiFgaFV8） 
次年度もより良い、保育・教育を継続できるよう、改善すべきところは改善し、継続すべきところは残し

ていきたい。 
 役員 17 名のうち２名未回答。15 名の回答が得られた。内容は下記の通り。 
 
 
A：実施できている B：概ね実施できている C：実施できているが、不⼗分 D：実施できていない 
 

 



 



 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 
 
その他ご意⾒・ご感想・改善点等何かありましたらご記⼊ください。 
 
●⼦どもが普段からかぶる帽⼦がクッション性のある帽⼦になったので、災害で避難の時など防災帽⼦にな
るので、とてもいいと思った。 
●業者に依頼している写真や DVD の内容があまり良くないと感じる。 
●園児の為に、園⻑先⽣を始め、先⽣⽅の⽇頃からの園内環境改善に対する意識の⾼さには頭が下がりま
す。 これからも⼦ども達が、素敵な園⽣活を送れるよう 園と保護者が双⽅協⼒していければと思う。 
●⼤満⾜の園⽣活でした。様々なご⼼配やご迷惑をおかけしたと思いますが、いつも温かく寄り添っていた
だけました。 ありがとうございました。 
 
園としての総合所⾒ 
 
 園全体の評価としては、満⾜・どちらかと⾔えば満⾜が 100％であった。しかし⼀⽅で、内容について「不明・
よく分からない」という回答が散⾒され、園での取り組みについて発信する⼒不⾜であることを実感する。 
 特にアレルギーに関する内容や、⼩学校との連携に関する内容など、保護者が最も関⼼が⾼い内容について周
知できていないことについては、改善しなくてはならないと感じている。 
 特に⼩学校との連携に関する内容は、校舎や授業の⾒学、⼩学校教職員との連携、情報交換、園への訪問、⾒
学等、様々な取り組みを⾏なっているが、それを情報として発信していなかった点を反省する。 
 また、⾷育に関しても、令和７年度は「きゅうり」や「ブロッコリー」を収穫し、その様⼦を SNSでは発信し
たものの、調理の過程や、実際どのように⾷育へと繋がって⾏ったかについての内容を知らせることがなかった
点は改善すべき点であると捉えている。 
 しかし、これまで防災に関する内容について関⼼が薄かったという印象であったが、引き渡し訓練、備蓄、防
災帽⼦の導⼊等の情報発信により、保護者の防災意識の⾼まりと、園での取り組みについて知らせることができ
たと⾃負している。 
 次年度は上記の内容を踏まえ、園での活動内容を分かりやすく提供できる環境を整えたい。 


